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町に高校があるということ町に高校があるということ
特　集特　集

町
に
は
高
校
が
あ
る
ー
。

　
今
年
で
創
立
1
1
5
年
を
迎
え
た
兵
庫
県
立
佐
用
高
等

学
校
（
以
下
、
佐
用
高
校
）。
多
く
の
若
者
が
夢
を
育
み
、

進
学
や
就
職
に
向
け
て
力
を
蓄
え
る
場
と
し
て
地
域
に
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
全
国
的
な
人
口
減
少
の
影
響
は
佐
用
高
校
に
も

押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
１
，
５
０
０
人
近
く
い
た
全

校
生
徒
も
、
今
年
度
は
約
4
0
0
人
に
ま
で
減
少
し
、
定

員
に
満
た
な
い
ク
ラ
ス
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
県
内
で
は
、

統
合
が
進
む
高
校
も
あ
り
、
西
播
磨
地
域
の
高
校
に
も
将
来

的
に
統
合
の
波
が
訪
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
町
か
ら
佐
用
高
校
が
な
く
な
っ
た
ら
―
。

　「
町
に
高
校
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
当
た
り
前
だ
と

感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？
通
学
す
る
高
校
生
の
姿
や
、
学
校
か

ら
響
く
部
活
動
の
活
気
あ
る
声
。
そ
ん
な
日
常
の
風
景
が
、

実
は
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
佐
用
高
校
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
続

い
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
と
も
に
歩
ん
で
き
た
歴
史
を

振
り
返
り
、「
町
に
高
校
が
あ
る
と
い
う
こ
と
」
の
意
義
を

考
え
ま
す
。



　
佐
用
高
校
の
前
身
と
し
て
、
明
治
42
年
に

佐
用
坂
で
開
校
し
た
「
佐
用
郡
立
農の
う
さ
ん蚕
学

校
」。
こ
の
学
校
の
創
立
の
功
績
は
、『
佐
用

町
史
』
に
こ
う
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

幕
末
ま
で
六
藩
に
分
割
統
治
さ
れ
、
横
の
連
絡

の
な
か
っ
た
佐
用
郡
が
、
新
し
い
教
育
機
関
を

創
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
郡
内
全
域
か
ら
有
能

な
青
年
を
一
堂
に
集
め
、
勉
学
と
実
習
に
励
み
、

寝
食
を
共
に
し
た
３
年
間
の
研
さ
ん
は
、
佐
用

郡
の
産
業
発
展
の
糸
口
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
現
在
実
施
し
て
い
る
広
域
行
政
の
端
緒

を
つ
く
り
、
佐
用
郡
の
産
業
発
展
史
に
不
滅
の

光
明
を
放
っ
て
い
る
。（『
佐
用
町
史
』
抜
粋
）

　
設
立
の
経
緯
を
見
て
み
る
と
、
町
に
「
学

び
の
場
」
を
持
つ
こ
と
は
、
当
時
の
町
民
の

熱
い
願
い
と
大
き
な
期
待
に
応
え
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
戦
後
の
佐
用
高
校
に
は
、
県
下
唯
一
の
昼

間
定
時
制
が
設
置
さ
れ
、
多
様
な
背
景
や

ニ
ー
ズ
を
持
つ
生
徒
に
教
育
機
会
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
定
時
制
は
廃
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
普
通
科
、
農
業
科
、
畜
産
科
、

家
政
科
、
地
域
開
発
科
な
ど
特
色
あ
る
学
科

を
擁
し
た
総
合
制
高
校
と
し
て
、
県
内
外
で

そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

年
度

　
　
出　
来　
事

明
治
39

佐
用
郡
蚕さ
ん
し糸
伝
習
所
と
し
て
設
立

明
治
42

佐
用
郡
立
農
蚕
学
校
開
校

大
正
3

現
在
の
佐
用
町
長
尾
に
校
舎
を
新
築

大
正
11

兵
庫
県
立
佐
用
農
蚕
学
校
に
校
名
変
更

昭
和
23

兵
庫
県
立
佐
用
高
等
学
校
に
校
名
変
更

定
時
制
課
程
併
設
、
分
校
を
平
福
及
び
三
日
月
に
設
置

昭
和
24

全
日
制
に
普
通
科
、
家
庭
科
を
併
設

生
徒
歌
「
塔と

う
り
ょ
う
け
ん
じ

陵
健
児
」
を
制
定

昭
和
25

定
時
制
に
農
業
科
、
家
庭
科
を
設
置

新
校
舎
完
成

昭
和
36

校
歌
制
定

昭
和
38

定
時
制
平
福
、
三
日
月
分
校
を
中
心
校
に
統
合

普
通
科
が
５
学
級
に

家
庭
科
を
家
政
科
に
科
名
変
更

昭
和
42

全
日
制
に
地
域
開
発
科
を
設
置

昭
和
43

農
業
科
２
学
級
の
１
学
級
を
畜
産
科
に
科
名
変
更

昭
和
53

現
在
の
校
舎
（
第
１
棟
）
完
成

昭
和
54

定
時
制
課
程
廃
止

昭
和
56

地
域
開
発
科
廃
止

平
成
８

体
育
館
完
成　

平
成
18

農
業
科
、
畜
産
科
を
統
合
し
農
業
科
学
科
を
新
設

平
成
21

創
立
1
0
0
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
22

塔
陵
館
（
同
窓
会
館
）
改
修
完
成

郡
民
の
熱
い
願
い
と
大
き
な
期
待
で

開
校
し
た
「
学
び
の
場
」

第 20代校長〈平成７・８年度〉

谷口 勝昭さん（金子）

「
佐
用
の
子
は
佐
用
で
育
て
る
」

そ
れ
が
地
域
の
文
化
を
築
く

　昭和 35年に佐用高校を卒業してから、教員として
町外で過ごしていましたが、平成 7年に母校の校長
として佐用高校に戻ることができました。
　佐用高校は私の学生時代から「地域の学校」として、
佐用町出身の生徒たちが多く学んでいます。学力や運
動能力はさまざまですが、それぞれの個性がうまく融
合し、互いに刺激し合いながら成長するのが本校の特
徴です。この環境が生徒たちの精神力を鍛え、社会に
羽ばたく力を育む原動力になっていると感じます。
　私はずっと、「佐用の子は佐用で育てるべきだ」と
いう思いを抱いてきました。この考えが地域の文化を
築き、町の活性化につながり、今の佐用町と佐用高校
を支えているのだと信じています。

特集 町に高校があるということ

　
　
　
　  
先
人
の
思
い
で
つ
な
が
っ
て
き
た

　
佐
用
高
校
の
歴
史

第１章

体育祭〔平成 12 年〕

交通自治班〔昭和 57 年〕

体育祭〔昭和 55 年〕

授業風景〔昭和 41 年〕

体育館竣工式〔平成８年〕

佐用農蚕学校第１回卒業生〔明治 42 年〕

昭和 38 年ごろの校舎

出典：佐用高校 100 周年記念誌5 Sayo Town Public Relations 2024.12



特集 町に高校があるということ

　
　
　
　

  

生
徒
層
の
変
化
と
現
状

　

増
え
る
進
学
の
選
択
肢

第 2章ピ
ー
ク
は
昭
和
40
年

　
佐
用
高
校
の
生
徒
数
が
最
も
多
か
っ
た
の

は
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
卒
業
し
た

昭
和
40
年
で
、
当
時
の
全
校
生
徒
数
は
１
，

４
９
９
人
に
達
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

定
時
制
の
廃
止
や
人
口
減
少
に
伴
い
学
級
数

が
減
少
し
、
生
徒
数
も
徐
々
に
減
少
し
て
現

在
に
至
り
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
町
内
の
中
学
生
の
多
く
が
佐

用
高
校
へ
の
進
学
を
選
び
、
町
外
の
高
校
に

進
学
す
る
学
生
は
わ
ず
か
で
し
た
。

学
区
再
編
で
姫
路
へ
通
学
が
可
能
に

　
近
年
、
佐
用
高
校
に
と
っ
て
大
き
な
転
機

と
な
っ
た
の
が
、
平
成
27
年
度
に
実
施
さ
れ

た
「
学
区
再
編
」
で
す
。
そ
れ
ま
で
県
内
は

16
学
区
に
分
か
れ
て
お
り
、
西
播
地
区
か
ら

他
地
区
の
高
校
へ
は
進
学
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
再
編
に
よ
っ
て
5
学
区
に
整
理
さ

れ
、
姫
路
地
区
の
高
校
へ
の
進
学
も
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
志
望
ま
で
選
択

で
き
る
「
複
数
志
願
選
抜
」
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
で
、
町
外
の
高
校
を
志
望
す
る
中
学
生

が
増
え
て
い
ま
す
。

町
外
の
生
徒
が
増
加
傾
向

　
学
区
再
編
前
の
平
成
24
年
度
に
は
、
町
内

中
学
生
の
う
ち
66
％
が
佐
用
高
校
に
進
学
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
41
％
と
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
現
在
、
佐
用
高

校
に
通
う
生
徒
の
5
割
以
上
は
町
外
か
ら

通
学
し
て
お
り
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
進
学
の
選
択
肢
が
増
え
た
こ

と
で
、
佐
用
高
校
の
生
徒
層
に
も
変
化
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

 

鉄
道
な
く
し
て
佐
用
高
校
な
し

　
　

と
も
に
成
長
し
た
鉄
道　

第３章 地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
と
し
て
、
創
立
以
来
、
多
く
の
生
徒
が
学
ん
で
き
た
佐
用
高
校
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、通
う
生
徒
層
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
近
年
、

子
ど
も
た
ち
の
「
進
学
の
選
択
肢
」
が
広
が
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
も
し
鉄
道
が
な
け
れ
ば
」

　
姫
新
線
と
智
頭
急
行
は
、
佐
用
高
校
を
は

じ
め
、
地
域
の
学
生
た
ち
の
通
学
に
欠
か
せ

な
い
生
命
線
で
す
。
も
し
こ
れ
ら
の
鉄
道
が

な
け
れ
ば
、
遠
方
か
ら
佐
用
高
校
へ
通
う
の

は
難
し
く
、
町
外
の
高
校
へ
の
進
学
を
選
ぶ

学
生
た
ち
も
、
そ
の
機
会
を
失
っ
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
も
し
鉄
道
が
な
け
れ
ば
」
―
佐
用
高
校

は
す
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　「
も
し
高
校
が
な
け
れ
ば
」

　

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
鉄
道
で
す

が
、
人
口
減
少
に
伴
う
乗
客
数
の
減
少
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
鉄
道
を
支
え

る
重
要
な
存
在
が
、
通
学
の
た
め
に
利
用
す

る
学
生
た
ち
で
す
。
こ
こ
2
年
、
生
徒
数

減
少
の
影
響
で
佐
用
高
校
生
の
鉄
道
利
用
者

数
は
わ
ず
か
に
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
町

外
の
高
校
へ
通
う
学
生
の
利
用
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
「
も
し
高
校
が
な
け
れ
ば
」
―
町
か
ら
鉄

道
が
姿
を
消
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

欠
か
せ
な
い
両
者
の
つ
な
が
り

　
町
の
発
展
に
は
、
多
く
の
要
素
が
必
要
で

す
。そ
の
中
で
も
地
域
の
教
育
を
支
え
る「
佐

用
高
校
」
と
、交
通
の
基
盤
で
あ
る
「
鉄
道
」

は
、
ど
ち
ら
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

で
す
。

　
今
で
は
当
た
り
前
に
感
じ
る
こ
の
関
係
性

も
、
と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
成
長
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の
佐
用
町
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
11
年
に
開
業
し
た
姫
新
線
と
、
平
成
6
年
に
開
業
し
た
智
頭
急
行
は
、
多
く
の
学

生
の
通
学
手
段
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。「
も
し
鉄
道
が
な
け
れ
ば
」「
も
し
高
校

が
な
け
れ
ば
」
―
。
と
も
に
育
ま
れ
て
き
た
地
域
の
過
去
と
現
在
を
探
り
ま
す
。

■町内中学生の佐用高校への進学率

H25
169 人
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町内中学生の進学者数
佐用高校への進学率

R5
116 人

H24
66.0％

H29
48.9％ R5

41.4％

■佐用高校生の鉄道利用率（姫新線・智頭急行）
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佐用高校生の鉄道利用率

H25
56.6％

H29
70.8％

R6
65.3％

R 元
75.6％

生徒数減少の影響で
利用率が低下

40
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特集 町に高校があるということ

　
　
　
　

  

佐
用
高
校
で
の
学
び
が
財
産

　

今
の
私
が
あ
る
理
由

第 4章こ
れ
ま
で
に
約
2
万
1
千
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
佐
用
高
校
。
学
校
で
培
っ
た
知
識

や
築
い
た
友
情
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち
に
、
母
校
と
の

思
い
出
を
伺
い
ま
し
た
。

　両親は兼業農家でしたが、私は専業農家
として生きる道を選び、農業科に進学しま
した。高校では実習を通じて農業の基礎を
しっかり学び、その経験が農業への情熱を
さらに深めました。
　そして、9年前に念願のイチゴ専門「田
邊農園」を開園しました。これからも、私
のイチゴが冬の特産物として佐用町の PR
に貢献できるように努めていきたいです。

平成16年卒業　〈農業科〉
田邊 貴之さん（横坂）

　音楽好きな私は、毎朝の自転車通学中に
歌を熱唱していたことをよく覚えていま
す。その青春の１ページが、東京での歌手
デビューへと導いてくれました。
　当時、佐用高校から東京の大学へ進学す
るのは珍しい選択でしたが、挑戦して本当
によかったと感じています。これからは、
都会をめざす後輩たちの支えになれればと
思っています。

平成９年卒業　〈普通科〉
岡本 隆根さん（豊福出身）

　高校生のころから漫画を描くのが好き
で、美術部の仲間と「学生漫画賞」に応募
し、賞品をもらったことが心に残っていま
す。卒業後は漫画家をめざして専門学校に
進学し、夢を実現しました。
　自宅から通える佐用高校を選んだこと
で、ゆったりとした学生生活を送ることが
でき、その時間が夢の実現への一歩になっ
たのだと思っています。

平成２年卒業　〈普通科〉
にしむら ともこさん（上石井出身）

　私が入学したのは、かつての佐用農蚕学
校でしたが、在学中に現在の佐用高等学校
へと校名が変わりました。戦後の復興期で
あった当時、日本全国が食料難に苦しんで
おり、勉強よりも学校の畑で芋などの作物
を育てる日々が思い出に残っています。
　同級生 60人のうち、進学したのはわず
か 6人という時代でしたが、佐用高校で学
んだおかげで地元で就職できました。

昭和23年卒業
野村 惠

し げ み ち

康さん（大畠）

佐
用
農
蚕
学
校
で
の
学
び
が

地
元
で
の
就
職
に
つ
な
が
る

後
輩
た
ち
が
都
会
で
挑
戦
す
る

支
え
に
な
れ
れ
ば

自
宅
か
ら
通
え
る
環
境
が

夢
の
実
現
に
つ
な
が
っ
た

農
業
科
で
の
学
び
を
基
礎
に

佐
用
町
の
P
R
を

同窓会長〈昭和44年卒業〉

谷本  学さん（上町）

佐
用
高
校
が
町
の
産
業
の
支
え
に

　

平
成
22
年
か
ら
佐
用
高
校
の
同
窓
会

「
塔
と
う
り
ょ
う陵
会
」
の
会
長
を
務
め
、
今
年
で
14
年

目
を
迎
え
ま
す
。
私
も
佐
用
高
校
で
学
び
、

大
学
進
学
の
た
め
一
度
は
佐
用
を
離
れ
ま
し

た
が
、
卒
業
後
、
父
が
営
ん
で
い
た
印
刷
会

社
を
継
ぐ
た
め
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
が
通
っ
て
い
た
当
時
、
大
学
進
学
を
め

ざ
す
生
徒
は
ま
だ
半
数
以
下
で
、
多
く
の
仲

間
が
就
職
を
見
据
え
て
勉
学
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。
特
に
、
家
業
が
あ
る
家
庭
で
は
、
高

校
を
卒
業
し
て
後
継
者
と
し
て
働
く
、
そ
ん

な
流
れ
が
自
然
と
生
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
約
半
世
紀
に
わ
た
り
佐
用
商
店
街
で
事
業

を
続
け
て
き
た
今
、
佐
用
高
校
が
町
の
産
業

を
支
え
る
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
実
感
し
て
い
ま
す
。

母
校
が
さ
ら
に
輝
く
こ
と
を
願
う

　
現
在
、
佐
用
高
校
の
生
徒
数
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
に
、
卒
業
生
と
し
て
少
し
寂
し
さ

を
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、「
佐
用
高
校
が
元

気
で
あ
れ
ば
、
町
全
体
も
活
気
づ
く
」
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
長
と
し
て
、
母
校
が

さ
ら
に
輝
き
続
け
る
よ
う
、
卒
業
生
全
員
で

力
を
合
わ
せ
て
支
え
て
い
き
た
い
と
心
か
ら

思
っ
て
い
ま
す
。

　佐用高校で描かれた青春の軌道

【代表作】
極上‼めちゃモテ委員長

平成元年頃の登校風景
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特集 町に高校があるということ

　
　
　
　

  

地
域
に
根
ざ
す
高
校
に
な
る
た
め
に

　

輝
く
人
を
め
ざ
す
今

第 5章佐
用
高
校
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
と
し
て
町
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
地
域
と
の
「
協
働
」
に
さ
ら
に
力
を
注
ぎ
、
町
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
協
働
し
、
輝
く
人
材
を
育
成

　

佐
用
高
校
家
政
科
は
、
令
和
2
年
度
か

ら
3
年
間
、
文
部
科
学
省
の
指
定
を
受
け
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
課
題
を
解
決

す
る
「
協
働
」
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
と
交
流

す
る
機
会
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
え
た
生
徒

た
ち
は
、
目
に
見
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
向
上
し
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
さ

ら
に
広
げ
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
町
の

支
援
を
受
け
て
「
地
域
と
高
校
の
協
働
に
よ

る
輝
く
人
づ
く
り
支
援
事
業
」を
立
ち
上
げ
、

全
校
生
徒
が
「
協
働
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

佐
用
を
知
り
、
一
緒
に
未
来
を
描
く

　
佐
用
町
は
不
便
な
田
舎
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
実
は
交
通
の
便
も
良
く
、
暮
ら
し
や

す
い
場
所
で
す
。
町
外
か
ら
通
う
生
徒
も
多

く
、
ま
ず
は
「
佐
用
を
知
る
」
こ
と
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
町
の
現

状
や
課
題
を
理
解
し
、「
佐
用
を
ど
う
し
て

い
き
た
い
か
」
を
考
え
、地
域
と
の
「
協
働
」

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
の
特
産
品
を
活
か
し
た
商
品

開
発
や
、
飼
育
し
て
い
る
鶏
の
卵
の
販
売
、

高
齢
者
と
の
交
流
で
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取

り
組
み
な
ど
、
学
校
だ
け
で
な
く
佐
用
町
全

体
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　　　佐用高校　

大塚 幹
み き の り

典 校長

農業科学科普通科 家政科

　家庭や地域社会に役立つ知
識と技術を学んでいる家政科
の特徴を活かして、住民のみ
なさんと交流しながら、健康
寿命の延伸や安全・安心なま
ちづくりをめざしています。
　特に、佐用もち大豆など地
域の特産物を使った商品開発
に力を入れており、地域の魅
力を発信する取り組みを通じ
て、佐用町全体の PRもして
います。

　農業学習の一環として行う
草刈り実習では、町の観光施
設などの美しい景観を守りな
がら、地域への理解を深めて
います。
　また、約 1,000 羽の鶏が
産む卵を「さよたま」として
ブランド化し、地域のみなさ
んに販売しています。この「さ
よたま」は学校給食にも活用
され、町内の子どもたちの食
育にも役立っています。

　今年初めて学校給食で「さ
よたま」を使い、幼小中学生
に味わってもらいました。視
察で訪れた佐用中学校では、
生徒たちの「おいしい」とい
う声や笑顔に触れ、とても嬉
しく感じました。濃い卵黄と
ビタミン E の豊富さが特徴

の「さよたま」。
これからも多
くの町民のみ
なさんに親し
んでもらえる
よう、活用の
場を広げてい
きたいです。

　町内の公共施設を訪問し、
役場職員から直接町の現状や
課題を聞く機会を設けるな
ど、地域の課題を深く探求し
ています。
　さらに、見つかった課題に
対して「佐用高校生らしい」
柔軟な視点を活かした解決策
を研究・検討しながら、将来、
佐用町に積極的に貢献できる
人材の育成をめざしていま
す。

　空き家の課題を調査し、改
修することで高齢者が集える
場所として活用する提案をし
ました。この取り組みを通じ
て、自分たちが暮らしてきた
町の課題を深く知ることがで
き、町への愛着を深めるきっ
かけとなりました。

町とともに進化する高校へ

佐用町に貢献できる
人材育成を

佐用高校ブランドを
地域に届ける

地域の人との交流で
笑顔を届けたい

イベントなどで地域の特産物を使った
製品を自分たちで販売しています

孝橋萌
も え り

李さん
（佐用町）

岡本姫
ひ め か

佳さん
（佐用町）

古田恵
え り

莉さん
（佐用町）

森元和
わ か な

奏さん
（佐用町）

大霜陸
り う と

駿さん
（佐用町）

　高齢者のお宅にお弁当を届
ける「給食サービス」を行い
ました。献立作りでは栄養バ
ランスに気をつけ、食べてく
ださる方の健康を意識しまし
た。また、佐用の特産物や佐
用高校で育てた野菜を使い、
地元ならではの味を大切にし

ました。この
活動を通じて、
地域のつなが
り を 実 感 し、
高齢者の健康
を支える大切
さを改めて感
じました。

北川右
う る

琉さん
（佐用町）

イベントに出店して PR しています「さよたま」を給食で提供しました町の課題を考えてみました
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現
役
佐
用
高
校
生
が
語
る

　
　

  
私
た
ち
の
学
校
の
魅
力　

第６章地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
あ
る
学
び
の
場
で
、
地
元
の
自
然
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
多

く
を
学
ぶ
生
徒
た
ち
。
部
活
動
や
地
域
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
、

未
来
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
彼
ら
の
視
点
か
ら
見
た
佐
用
高
校
の
魅
力
と
は
―
。

「
塔

と
う
り
ょ
う
さ
い

陵
祭
」
が
学
校
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

　

佐
用
高
校
生
ら
し
さ
が
最
も
表
れ
る
の

は
、6
月
に
開
催
さ
れ
る
文
化
祭
「
塔
陵
祭
」

で
す
。
特
に
、
3
年
生
が
出
演
す
る
ス
テ
ー

ジ
は
、
各
ク
ラ
ス
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
音
響

や
照
明
に
も
こ
だ
わ
っ
た
見
応
え
あ
る
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
の
青
春
が
詰

ま
っ
た
後
輩
た
ち
の
憧
れ
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
普
段
は
控
え
め
な
生
徒
も
、
こ
の
日

ば
か
り
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
、
一
体
と
な
っ
て

盛
り
上
が
る
特
別
な
1
日
で
す
。

「
佐
用
高
校
に
行
き
た
い
!
」
と

思
わ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
て

　
佐
用
高
校
に
は
町
外
か
ら
通
学
す
る
生
徒

も
多
く
、
入
学
当
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
す
ぐ
に
仲
間
と
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
先
生
方
が
多
く
、

私
た
ち
と
の
距
離
が
近
い
た
め
、
相
談
が
し

や
す
く
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て
丁
寧

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
温

か
い
環
境
の
お
か
げ
で
、
ど
の
学
年
や
ク
ラ

ス
も
明
る
く
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
外
の
高
校
に
進
学
す
る
友
だ
ち

や
後
輩
が
多
い
状
況
で
す
が
、
佐
用
高
校
に

は
他
の
高
校
に
負
け
な
い
魅
力
が
あ
る
と
自

信
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
全
力
で
高

校
生
活
を
楽
し
む
姿
を
見
て
も
ら
い
、「
佐

用
高
校
に
行
き
た
い
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
の
魅
力
を
さ
ら

に
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

生徒会長〈普通科２年〉

神原 緋
ひ び き

弥喜さん
　　　　　（佐用町）

New Challenge

マナーアップ動画で
鉄道への愛着を深める

　現在、全校生徒の 6 割以上が利用する鉄道は、
佐用高校生にとって欠かせない存在です。しか
し、運転士や地域のみなさんから「乗車マナー
が悪い」という声が寄せられることもあります。
　そこで、生徒会では、乗車マナーの向上を通
じて佐用高校生のイメージアップと鉄道への愛
着を深める活動に取り組んでいます。駅舎の清
掃に加え、昨年からは JR の協力を得て啓発動
画の制作や車内アナウンスにも挑戦しました。
まだ試行錯誤の段階ではありますが、これから
も活動を続けていきます。

中心になって取り組む新旧生徒会のメンバー

◀啓発動画
◀車内
　アナウンス

特集 町に高校があるということ

佐
用
で
学
び　

佐
用
で
育
む

こ
こ
が
私
た
ち
の
学
び
舎
で
す
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今月の注目 １Monthly Pick up

　
さ
よ
う
文
化
祭
が
、
10
月
31
日

か
ら
11
月
3
日
ま
で
、
さ
よ
う

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
や
作
品
が

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
3
日
の
芸
能
発
表
で
は
、
19
組

が
出
演
し
て
日
頃
の
活
動
の
成
果

を
披
露
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ

た
佐
用
高
校
家
政
科
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
高
校
生
が

製
作
し
た
衣
装
を
中
学
生
や
日
本

語
学
校
の
生
徒
、
高
齢
者
施
設
の

利
用
者
が
身
に
ま
と
い
、
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
町
文
化
協
会
の
井
上
正
志
副
会

長
は
「
昨
年
よ
り
出
演
者
が
増
え
、

華
や
か
な
舞
台
に
な
っ
た
。
来
年

は
も
っ
と
多
く
の
出
演
者
や
お
客

さ
ん
が
来
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
期
待
を
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
作
品
展
示
で
は
、

１
９
７
点
の
力
作
が
並
び
、
訪
れ

た
人
は
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
2
日
に
開
催

さ
れ
た
文
芸
大
会
に
は
、
俳
句

１
１
０
句
、
短
歌
92
首
が
出
品
さ

れ
、
豊
か
な
感
性
と
磨
か
れ
た
技

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今月の注目 １Monthly Pick up

秋
を
彩
る

  

文
化
祭

11 月 3 日は

  

収
穫
祭

食
欲
を
そ
そ
る

　

佐
用
町
大
収
穫
祭
が
11
月
3

日
に
佐
用
商
店
街
で
開
催
さ
れ
、

約
２
，
５
０
０
人
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
新

鮮
な
野
菜
や
特
産
品
の
販
売
、
自

然
薯
ご
飯
や
鹿
バ
ー
ガ
ー
な
ど
、

秋
の
味
覚
を
楽
し
め
る
グ
ル
メ

コ
ー
ナ
ー
が
並
び
、
食
欲
を
そ
そ

る
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、

佐
用
鹿
青
年
部
と
町
観
光
協
会
が

企
画
し
た
「
佐
用
ご
当
地
グ
ル
メ

早
食
い
・
大
食
い
大
会
」。
町
内

外
か
ら
集
ま
っ
た
大
食
い
自
慢
の

23
人
が
、
予
選
で
は
ひ
ま
わ
り
地

鶏
の
親
子
丼
な
ど
の
早
食
い
、
決

勝
で
は
ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん
の

大
食
い
で
激
し
く
競
い
ま
し
た
。

　

決
勝
で
2
位
に
輝
い
た
大
内

黎れ
い

さ
ん
（
上
長
尾
）
は
、
ゲ
ス
ト

出
演
の
フ
ー
ド
フ
ァ
イ
タ
ー
三
宅

智
子
さ
ん
の
食
べ
っ
ぷ
り
に
圧
倒

さ
れ
な
が
ら
も
、「
仲
間
の
応
援

に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
大
好
き
な
ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど

ん
を
愛
し
て
い
き
ま
す
」
と
、
笑

顔
で
膨
れ
た
お
な
か
を
押
さ
え
て

い
ま
し
た
。

みんなが笑顔になる日
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因
幡
街
道
・
千
種
川
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
in
佐
用
２
０
２
４

自
転
車
で
感
じ
る
佐
用
の
魅
力

　
今
年
も
、
11
月
10
日
に
「
因
幡
街
道
・
千
種
川
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
in
佐
用
」

が
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
5
1
5
人
の
ラ
イ
ダ
ー
が
集
ま
り
、
秋
の

佐
用
路
を
楽
し
み
な
が
ら
景
色
や
グ
ル
メ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
因
幡
街
道
や
千
種
川
で
つ
な
が

る
佐
用
町
、
宍
粟
市
、
美
作
市
、

西
粟
倉
村
の
県
境
4
市
町
村
を

自
転
車
で
駆
け
る
「
い
な
ち
く
ロ

ン
グ
ラ
イ
ド
」
が
、
11
月
10
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
13
歳
か
ら
84
歳
ま
で

の
5
1
5
人
が
参
加
し
、
秋
深

ま
る
山
々
の
紅
葉
を
楽
し
み
な
が

ら
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
グ
ル

メ
を
堪
能
し
、
92
㎞
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
姫
路
市
か
ら
参
加
し
た
田た

な
び
き靡
亜

希
さ
ん
は
、「
佐
用
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
が
し
や
す
い
の
で
普
段
か
ら

来
て
い
ま
す
が
、
大
会
に
は
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
ご
当
地
グ
ル

メ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
お
腹
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
」
と
満

面
の
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

今月の注目 ２Monthly Pick up
今月の注目 ３Monthly Pick up

第
３
回
き
ゅ
う
し
ょ
く
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

食
育
で
郷
土
愛
を
深
め
る

　
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
「
第
3
回
き
ゅ
う
し
ょ
く
メ

ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
多
く
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
レ
シ

ピ
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
庭
で
も
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

高見 眞
し ゆ う

悠さん（上月中２年）

元気工房さよう賞

もち大豆のサラスパ

竹野 初
は づ き

月さん（上津中３年）

元気工房さよう賞

野菜たっぷりおひたし

小林 心
こ こ な

結愛さん（佐用小１年）

JA 兵庫西佐用営農生活センター長賞

こんにゃくとピーマンの
甘辛炒め

中井 希
ま ひ ろ

優さん（上月中２年）

光都農業改良普及センター所長賞

もち大豆の
あっさり梅まよ和え

藤本 七
な な

那さん（上月小６年）

給食センター賞

もち大豆ポテトサラダ

敏森 穂
ほ の か

乃夏さん（南光小６年）

佐用町長賞

佐用のうまみたっぷり
　なす・ピーマン・油あげ・

もち大豆の焼きびたし

　
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
子

ど
も
た
ち
が
地
元
特
産
品
へ
の

愛
着
を
深
め
、
食
育
を
推
進
す
る

た
め
、
地
産
地
消
を
取
り
入
れ

た
、「
第
3
回
き
ゅ
う
し
ょ
く
メ

ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
地
元
野

菜
と
特
産
品
を
使
用
し
た
『
副
菜

メ
ニ
ュ
ー
』」。
も
ち
大
豆
や
ジ
ャ

ン
ボ
ピ
ー
マ
ン
、
ひ
ま
わ
り
オ
イ

ル
製
品
な
ど
、
特
産
品
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
、
町

内
の
小
中
学
生
か
ら
1
4
9
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
い
て
力
作
ぞ
ろ
い

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
審
査
が
難
航

し
た
と
話
す
上
月
小
（
同
セ
ン

タ
ー
）
栄
養
教
諭
の
村
上
志
穂
さ

ん
は
、「
昨
年
ま
で
は
佐
用
も
ち

大
豆
や
ひ
ま
わ
り
油
を
使
っ
た

テ
ー
マ
だ
っ
た
が
、
今
年
は
地
元

野
菜
と
特
産
品
へ
幅
を
広
げ
て
実

施
し
た
の
で
難
し
か
っ
た
と
思

う
。
そ
の
分
、
佐
用
町
の
い
ろ
ん

な
特
産
品
を
知
る
良
い
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
で
は
」
と
、
食
育
に

よ
る
地
産
地
消
の
推
進
へ
の
手
応

え
を
話
し
ま
し
た
。▲詳しいレシピは、

町ホームページに
掲載しています
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明るく楽しい話題がありましたら広報室までご連絡ください　情報政策課広報室　☎８２－０６９０ ま・ち・の・わ・だ・い
SAYO  MONTHLY  TOPICS 

走る楽しさを感じながら、懸命に練習しました

　町スポーツ協会は、陸上競技の長距離でオリ
ンピックに出場経験のある小林祐梨子さん（小
野市出身）を迎え、若あゆグラウンドでランニ
ング教室を開催しました。
　最後の長距離走で息を切らしていた子どもた
ちも、小林さんから速く走るコツを教わり、充
実した表情で手応えを感じていました。

カンサイサウナフェスティバル 2024

サウナの聖地になる第一歩

自然に囲まれた川辺で爽やかなクールダウンタイム

　関西を代表する人気サウナ施設が南光自然観
察村を貸し切り、「カンサイサウナフェスティバ
ル」を開催しました。
　同施設のサウナを利用した参加者は「川を水
風呂に使い、大自然の中でクールダウンできる
なんて最高！佐用がサウナの聖地になれば」と、

“ととのった”すっきりした表情で話しました。

26
27

10

幕山ふれあい祭り

幕山地域のにぎわいづくり

獅子舞も登場。頭を噛んでもらい無病息災を願いました

　幕山地域づくり協議会は、地域住民の交流を
深めるために「幕山ふれあいまつり」を旧幕山
小学校グラウンドで開催しました。
　会場には 200 人近くが集まり、活気に満ちた
ひとときに。同協議会の尾上卓

たかよし
儀さん（福吉）は、

「これからも地域のみなさんと一緒に幕山を盛り
上げていきたい」と交流を楽しんでいました。

西播磨フロンティア祭 2024

万博を盛り上げるために

皆田和紙の体験会は行列ができるほどにぎわいました

　県民局を中心とした西播磨地域の自治体は、
来年開催される「大阪・関西万博」に向けて地
域の魅了を発信しようと、「西播磨フロンティア
祭」を播磨科学公園都市で開催しました。
　会場では、万博のひょうごフィールドパビリ
オンで出展予定の皆田和紙保存会が紙すき体験
を行うなど、万博を PR しました。

武家屋敷マルシェ & ウォーク 2024

歴史を知り愛着を深める

乃井野田吾作会の獅子舞がオープニングを飾りました

　三日月地域づくり協議会は、乃井野に残る歴
史的な武家屋敷の魅力を広めようと「武家屋敷
マルシェ＆ウォーク」を開催しました。
　同協議会の藤本正文会長（三日月）は、「天候
が心配される中、多くのかたにお越しいただけ
てうれしい。今後も地域の人が集う場を提供し
続けていきたい」と語りました。

26
10

佐用小学校「防災まち歩き」

災害の怖さを知り備える

最後は自分たちの班が気付いたことを発表しました

　佐用小学校 4 年生が、平成 21 年に町を襲っ
た災害の被災現場を訪れ、防災の重要性を学ぶ

「防災まち歩き」に参加しました。
　学校に戻った後、児童たちは気付いたことを
話し合いました。山根芽

め ぐ

久さん（上町）は「水
害の怖さを知り、いざという時はすぐ避難して
家族の命を守りたい」と、防災意識を高めました。

25
10

佐用郡民フォーラム

認知障がいの正しい理解を

自分と家族の将来のためにと約 100 人が参加しました

　佐用郡医師会と町は、軽度認知障がいへの正
しい理解を深めるため、「佐用郡民フォーラム」
をさよう文化情報センターで開催しました。
　講師を務めた県立リハビリテーション西播磨
病院の樫林哲雄さんは、「認知症の新薬は開発さ
れましたが、何より大切なのは早期発見。悩ま
ずに早めに相談してください」と助言しました。

26
10

小林祐梨子ランニング教室

少しでも早く走れるように
18

10

27
10

27
10

平成福祉会ふれあい秋祭り

若返れたふれあい秋祭り

園児の元気いっぱいなダンスが会場を盛り上げました

　平成福祉会は「ふれあい秋祭り」をハイムゾ
ンネで開催しました。
　オープニングを飾ったのは南光保育園の合唱
とダンス。この日を心待ちにしていた同施設の
利用者、衣笠安子さん（安川）は「子どもたち
につられて一緒に踊ったら、少し若返った気が
する」と、満面の笑みを浮かべていました。

26
10
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ま・ち・の・わ・だ・い
SAYO  MONTHLY  TOPICS 

まちの情報 ホットライン 12 月 の お知らせ
monthly information

奉納のど自慢大会で優勝した藤木正助さん（下長尾）

　今年も佐用姫さんの秋祭りが開催され、多く
の人でにぎわいました。
　昨年から始まった「奉納のど自慢大会」には
8 人が参加し、自慢の歌声を披露。小学 4 年生
ながらピアノの弾き語りに挑戦した岡本來

ら ら
々さ

ん（円応寺）は、「緊張したけれどうまくできた」
と、ほっとした表情を浮かべていました。

佐用・上月地域  消防団合同中継訓練

有事に備えて技術を高める

１㌔を超える距離をホースでつなぎ放水訓練をしました

　佐用・上月地域の消防団は、町民の防火防災
意識と消防団員の技術の向上を図るために「合
同中継訓練」を実施しました。
　矢内正敏消防団長（横坂）は、「分団同士が連
携し、トラブルにもうまく対処できた。今後も
訓練を重ね、みなさんの安全と安心を守ってい
きたい」と意気込みを新たにしました。

3
11

第 33 回ビスラカップ少女バレーボール大会

おもてなしと全力プレー

町内で活動する６年生が歓迎のあいさつをしました

　少女バレーボールチームの強豪が集う「第 33
回ビスラカップ少女バレーボール大会」が２日
間にわたり開催されました。
　今年の大会には関西圏から 70 チーム、約
700 人が参加。町内の３チームは、佐用に来て
くれたチームをおもてなししつつ、試合では元
気いっぱいの全力プレーで会場を沸かせました。

11

夜の図書館　桐子・二
に こ

胡コンサート

癒しの音色に身を委ねる

　町立図書館は、両親が佐用町出身で、国内外
に多くのファンを持つ二胡奏者・桐子さんのコ
ンサート「心とからだが休まる二胡の時間 in 夜
の図書館」を開催しました。
　薄暗く幻想的な空間の中、中国の伝統的な弦
楽器・二胡の音色に、来場者は目を閉じて音楽
に身を委ね、癒しのひとときを楽しみました。

9
11

佐用都比売神社 秋季例大祭

歌声が祭りに花をそえる
30

10「はばたん Pay ＋
プラス

」第 4 弾が始まります
monthly  information

食料品の値上げなど長引く物価高騰に直面する家計を応援するため、スーパーやコン
ビニなどで利用できるお得なプレミアム付デジタル商品券を兵庫県が販売します。

ひょうご家計応援キャンペーン　プレミアム付デジタル商品券

問専用コールセンター
　☎０７８－３７１ー２９６０

●対象
　兵庫県在住者
●募集期間
　11 月 18 日㊊～ 12 月 13 日㊎

●利用期間
　12 月 24 日㊋～令和７年２月 28 日㊎

●申込方法
　スマートフォンによる申込み
　※応募多数の場合は抽選となります

詳しくは、特設サイトをご確認ください。

プレミアム率
25％

１口 5,000 円購入
（デジタル商品券） 6,250 円

１人 4 口まで
購入可能

最大 5,000 円お得に

４口 20,000 円購入 25,000 円

技術職（社会人経験者）を募集します
monthly  information

播磨高原広域事務組合では、民間企業などでの職務経験や実績を活かして、住民生活
に欠かせないライフラインを守りたいという強い意欲と高い志を持つ人材を求めて

います。

令和７年度採用　播磨高原広域事務組合職員

問播磨高原広域事務組合
　☎０７９１ー５８ー０５７５

●職務内容
　播磨科学公園都市の上下水道施設の設計、
施工および維持管理業務

●募集人数
　若干名

●受験資格
　昭和 59 年４月２日以降に生まれた人で学
校教育法による高等学校以上を卒業し、土
木・電気・機械のいずれかの専門知識を有す
る人

●受付期間
　令和７年１月 10 日㊎まで　※郵送必着

●第１次試験日
　令和７年１月 19 日㊐

●受付・問合せ
　播磨高原広域事務組合　総務課
　受付時間：午前９時～午後５時
　

募集した定員 50 人がすぐに埋まる盛況をみせました

2
3
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まちの情報 ホットライン 12 月 の お知らせ
monthly information

年末年始の業務日にご注意ください
monthly  information

年末年始は大掃除などで、クリーンセンターが大変混み合います。品目により持込先
が異なりますのでご注意ください。また、ごみの持込には前日までの事前予約が必

要ですので、必ず電話予約をお願いします。

ごみの直接持込は前日までに予約をお願いします

問佐用クリーンセンター　☎８２－０２９３

●年末年始の休業日
　12 月 30 日㊊～１月３日㊎

●搬入受付時間（月曜日～金曜日）
　午前９時～正午、午後１時～４時 30 分

●持込予約　☎８２ー０２９３

■埋立ごみ以外
（もえるごみ、もえないごみ、粗大ごみ、        
  布類、紙類、ビンなど）

■埋立ごみ（陶器・ガラスなど）

　使用済小型家電

佐用クリーンセンター　へにしはりまクリーンセンター　へ

●年末年始の休業日
　12 月 31 日㊋～１月３日㊎

●搬入受付時間（月曜日～土曜日）
　午前８時 30 分～午後４時 30 分

●持込予約　☎７９ー８５５０

寒さから水道管を守りましょう
monthly  information

寒さが厳しくなる 12 月から 2 月下旬ごろまでは、水道管や
蛇口などの給水装置の凍結が多くなる時期です。寒さに備

えて水道管の防寒対策をお願いします。

寒い季節が訪れました

■修理費用は自己負担です
　家に引き込んだ水道管や蛇口などは個人の
所有物のため、破損してしまうと所有者が修
理費用を負担しなければなりません。

■露出している水道管は要注意！
　露出している水道管は、凍結しないように
保温材（布きれ・発泡スチロールなど）で覆
いましょう。その際、濡れないようにその上
からビニールテープを巻きましょう。

■長期不在時は、水抜きを忘れずに
　長期間水道を使わない場合や空き家を所有
している場合は、凍結防止のため宅内の水道
を水抜きし、止水栓を閉めましょう。
　また、湯沸かし器などがある場合は、給水
管などが凍結する恐れがありますので、水道
管と同様に水抜きを忘れずにおこなってくだ
さい。

問上下水道課　☎８２－０４８１

　8 月 26 日に三日月地域で発生した建物火
災で、迅速な発見・通報・初期消火により延
焼を防いだ 4 人の町民に対し、西はりま消防
組合消防長から感謝状が贈られました。
　佐用消防署の丸田弘造署長は、「発見が遅れ
ていれば、全焼してもおかしくない火災だっ
た。消防団経験者が協力者の中にいたことも、
迅速な初期消火が実現できた要因の一つ」と、
4 人の勇敢な行動を称賛しました。さらに、「火
災が発生したときには、一人の力では限界が
ある。迅速に周囲へ知らせ、協力を得ること
が初期消火への近道になった」と、チームワー
クの重要性を強調しました。

Pick up 早期の発見・通報と初期消火で延焼を防ぐ
４人の勇敢な町民に感謝状が贈られました

森川稔さん
　　（大坪）

水本義夫さん
　　　（桑野）

衣笠俊博さん
　　　（安川）

橋本泰昌さん
　　（西徳久）

統計調査員に登録してみませんか？
monthly  information

統計調査の結果は、政府の政策決定や国民の意思決定などにも幅広く利用され、社会
の発展を支える基礎となっています。町では、この統計調査に欠かせない調査員や

指導員を随時募集しています。

■主な仕事
　①担当調査区の現地確認
　②対象世帯や事業所に調査票を配布
　③調査票の回収、点検、整理
　※従事期間は、調査ごとによって異なりま
　すが、おおむね２か月程度です。

■報酬
　調査活動に従事した対価として、調査ごと
に国の基準に基づいた報酬が支払われます。
　調査の種類や受け持ち件数などによって
金額は異なりますが、1 つの統計調査で、2
～ 5 万円程度です。
　調査活動中に災害にあった場合（けがや事
故など）は、公務災害として補償されます。

■応募資格
　・責任をもって調査事務に従事できる人
　・原則として 20 歳以上の人
　・調査で知りえた情報を他に漏らさない人
　　（秘密厳守できる人）
　・税務、警察、選挙に直接関係のない人
　・暴力団員その他の反社会的勢力に該当し
　　ない人

■今後実施予定の統計調査
　令和７年度　国勢調査
　令和８年度　経済センサス－活動調査

問情報政策課　☎８２ー０６９０

統計調査は私たちの生活をより良くするための基盤です
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まちの情報 ホットライン 12 月 の お知らせ
monthly information

問情報政策課　☎８２ー０６９０12 月のスマホ教室と相談会

●日　時　12 月 9 日㊊、10 日㊋

●場　所　上月支所 多目的室１

●内　容　
　（入門編）スマホでカメラを使おう
　（応用編）知っておきたいカメラの活用
　（相談会）困りごとや使い方の相談会

●内　容　10:00 ～　スマホ教室（入門編）
　　　　　11:00 ～　相談会
　　　　　13:30 ～　スマホ教室（応用編）
　　　　　14:30 ～　相談会
●定　員　各回 10 人　　　　
●予約先　ドコモショップ宍粟店
　　　　　☎０１２０－６３０ー０６８

スマートフォン体験型講習会を開催します
monthly  information

スマートフォンを持っていない人でも参加可能

スマートフォン（以下、スマホ）を持っていない人や、使いこなせていない人向けの「体
験型講習会」を町内各地で開催します。『百聞は一見にしかず』、ぜひスマホを手に

取って触ってみてください。

●対象者
　町民であればどなたでも可

●内　容
①インターネットを使ってみよう
②スマートフォンを安全に使うための基本　
　的なポイントを知ろう
③メッセージアプリ（LINE）を使おう
④全国版救急受診アプリ（Q 助）で病気や
　けがの緊急度を判定しよう
⑤ハザードマップポータルサイトでさまざ
　まな災害のリスクを確認しよう
⑥デジタルリテラシーを身につけて、安全
　安心にインターネットを楽しもう
⑦地図アプリを使おう
⑧マイナンバーを健康保険証として利用し
　よう・公金受取口座の登録をしよう

月日 場所 時間 講座内容
12/
13

㊎

佐用町役場
本館１階

会議室 101

  9:30~11:45  ①  ②

13:30~15:45  ③  ④

12/
19

㊍

佐用町役場
本館１階

会議室 101

  9:30~11:45  ①  ②

13:30~15:45  ③  ⑤

12/
20

㊎

佐用町役場
本館１階

会議室 101

  9:30~11:45  ①  ②

13:30~15:45  ③  ⑥

1/
27

㊊

佐用町役場
南光支所

  9:30~11:45  ②  ⑦

13:30~15:45  ③  ⑧

問情報政策課　☎８２－０６９０

月日 場所 時間 講座内容
1/
28

㊋

佐用町役場
上月支所

  9:30~11:45  ②  ⑦

13:30~15:45  ③  ⑧

1/
29

㊌

佐用町役場
三日月支所

  9:30~11:45  ②  ⑦

13:30~15:45  ③  ⑧

1/
30

㊍

佐用町役場
本館１階

会議室 101

  9:30~11:45  ②  ⑦

13:30~15:45  ③  ⑧

●開催日程

●参加費
　無料

●申込み
　受付窓口は「ドコモショップたつの店」です。 
受付の際は「佐用町スマートフォン講習会の
件」と伝えてください。

　　電話番号　0120-079-164
　⃝受付時間　午前９時から午後６時

佐用チャンネルのリクエストを募集します
monthly  information

佐用チャンネルでは、時々、過去に放送した番組を再放送しています。視聴者からは
「懐かしい映像が見られてうれしい」と大好評のこの企画。あなたの思い出の映像を、

ぜひ教えてください。

過去の番組を流す大好評のコーナー「リクエスト放送」

　「昔見たイベントの番組をもう一度見た
い」「10 年前の今頃はどんな出来事があっ
たの」など、気になる番組のリクエストを
お待ちしています。
※番組の内容によっては放送できない場合
もありますのでご了承ください。

リクエスト放送企画

「もう一度見たい」をリクエスト

　佐用チャンネルの番組に対する、みなさ
まからのご意見やご感想を募集していま
す。お寄せいただいた感想などは、今後の
番組制作の参考にさせていただきます。
皆様からの貴重なご意見・ご感想をお待ち
しています。

もっと魅力ある番組を作るために

あなたの感想を教えてください

◀ご意見はこちらから◀リクエストはこちらから

問情報政策課　☎８２－０６９０
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まちの情報 ホットライン

　
12
月
に
な
る
と
日
の
入
り
が
早
く
な
り
、

す
ぐ
に
暗
く
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
西

の
空
に
明
る
く
輝
き
、
存
在
感
を
増
し
て

い
る
の
は
金
星
で
す
。
日
没
後
２
時
間
く

ら
い
の
時
間
帯
を
「
宵
」
と
呼
び
、
こ
の

時
間
帯
に
見
ら
れ
る
金
星
は
「
宵
の
明
星
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

金
星
は
地
球
と
同
じ
く
太
陽
の
周
り
を

回
る
惑
星
で
す
が
、
地
球
よ
り
も
太
陽
に

近
い
軌
道
を
回
っ
て
い
る
た
め
、
真
夜
中

に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
主
に
太
陽
の
近
く

に
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
徐
々
に
太
陽
か
ら
離
れ
て
い
き
、

明
る
さ
も
増
し
て
い
き
ま
す
。

　
来
年
の
3
月
上
旬
ま
で
は
、
宵
の
時
間

帯
で
最
も
目
立
つ
存
在
と
な
り
ま
す
。
こ

の
頃
の
金
星
を
望
遠
鏡
で
見
る
と
、
半
月

状
か
ら
三
日
月
状
へ
と
形
を
変
え
、
大
き

さ
も
地
球
へ
の
接
近
に
伴
っ
て
大
き
く
見

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

西
は
り
ま
天
文
台
で
は
週
末
に
昼
間
の

星
の
観
察
会
を
行
っ
て
お
り
、
60
㌢
望
遠

鏡
で
金
星
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
変
化
し
て
い
く
金
星
の
様
子
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　

兵
庫
県
立
大
学　
西
は
り
ま
天
文
台

准
教
授　
本
田
敏
志

  

第 43 回　
宵
よ い

の明星「金星」 西はりま天文台の望遠鏡で見た
昼間の金星

12 月 の お知らせ
monthly information

町税や公共料金は納期限内に納めましょう
monthly  information

町税や使用料が未納となっている個人や法人などに対して督促状や催告書を郵送し、
早期に納付いただくようにお知らせをしています。連絡も納付もないケースを対象

とした徴収の強化に取り組みます。

12 月は「STOP 滞納　徴収強化月間」です

■税金は行政サービスに使われています
　町税や使用料は、町にとって大切なお金の
もとになっています。この収入をもとに、生
活に役立ついろいろな行政サービスが行わ
れています。
　支払いが遅れると、期限内に納付した人と
の公平さが保たれないだけでなく、町のお金
が足りなくなって、サービスを十分に行えな
くなることもあります。

■ 12 月は取り組みを強化します
　佐用町と兵庫県は、12 月に未納の税金を
集める取り組みを強化します。納付が遅れて
いる人には催告書を送り、それでも納付や連
絡がない場合は、法律に基づき差押えなどの
措置をとることがあります。

■督促手数料と延滞金が加算
　町税などが納期限までに納付されないと、
もとの税額に督促手数料と延滞金が加算さ
れます。また、督促状を出した日から 10 日
が過ぎても納付がない場合は、滞納処分の対
象となります。

■給与や財産、預貯金などが差押えの対象
　滞納処分は本人の意思に関係なく、法律に
基づいて預貯金、給与、自動車、不動産など
の財産が調査されます。勤務先にも調査書が
送られます。自主的な納付を求める文書が自
宅に送られますが、納付がない場合は、給与
や財産、預貯金などを差押えます。
　また、自宅の捜索を行い、差押えた財産は
インターネット公売などで売却して、滞納し
た町税の支払いに充てます。

納税通知書の発送
（納期限と税額の決定）

督促状の発送
（納期限までに納付がない場合）

電話催告・文書催告
（督促状発送後にも納付がない場合）

財産調査
（督促や催促をしても納付がない場合）

差押え（滞納処分）

換価
（不動産の公売や給与などの取り立てにより、

滞納町税などに充てられます）

問税務課　☎８２－０６６２

■納付が困難な時は早めに相談してください
　災害や失業、病気などの理由で、一度に納
めることができない場合は、申請することで
徴収猶予や換

か ん か
価の猶予、延滞金の減免が受け

られることがあります。納期限までに納付が
難しいと思われたら、そのままにせず、早め
に税務課へ相談してください。

■滞納処分までの流れ

▼

100 歳の誕生日を迎えたかた
を紹介します。今月は大正 13
年 10 月生まれのかたです。

中藤 貞雄さん  （栄町） 大樫 榮さん（横坂） 池田 トヨコさん（下長尾）

▼

▼

▼

▼
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まちの情報 ホットライン 今月 の 健康

オーラルフレイルを予防しましょう

　
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
、
家
族
や
友

人
と
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
を
続
け
る
た
め
に
、

口
の
健
康
は
と
て
も
大
切
で
す
。
年
齢
と
と

も
に
唇
や
舌
な
ど
口
周
り
の
筋
肉
が
衰
え
、

硬
い
も
の
が
噛
み
に
く
く
な
っ
た
り
、
食
事

中
に
む
せ
や
す
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
さ
い
な
衰
え
に
気
づ
い
た
ら
、
毎
日
口

を
清
潔
に
保
ち
、「
口
の
体
操
」
で
食
べ
る
・

飲
み
込
む
力
を
キ
ー
プ
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

☑   

口
が
乾
き
や
す
い

☑   

舌
が
も
つ
れ
る
こ
と
が
あ
る

☑   

食
べ
こ
ぼ
し
が
増
え
た

☑   

硬
い
も
の
が
噛
み
に
く
い

☑   

お
茶
や
汁
物
で
む
せ
る
こ
と
が
あ
る

☑   

口
の
中
に
食
べ
物
が
残
り
や
す
い

　
当
て
は
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
予

防
と
し
て
、
柔
ら
か
い
も
の
ば
か
り
で
な
く

噛
み
ご
た
え
の
あ
る
食
材
を
意
識
し
て
食
べ
、

歯
み
が
き
後
は
し
っ
か
り
う
が
い
を
し
ま
し

ょ
う
。

問
健
康
福
祉
課
　
☎
８
２
‐
０
６
６
１

 column こんにちは歯科衛生士です

年末年始を安心して迎えるために、今一度、感染対策を見直しましょう。正しい手
洗いやマスク着用、適切な換気を心がけ、家族や友人と楽しく過ごせる準備を整

えましょう。

感染症が流行しやすくなる時期になりました

問健康福祉課　☎８２－０６６１

休日救急当直医　12 月
月日 医療機関名 電話番号
12/8   尾﨑病院 　７７－０２２１

12/15   岡本医院 　８８－０６０５
12/22   佐用中央病院 　８２－２１５４
12/29   佐用共立病院 　８２－２３２１
12/30   佐用中央病院 　８２－２１５４
12/31   佐用共立病院 　８２－２３２１

健康カレンダー
もの忘れ・心のケア相談など

月日 内　　容 時間
1/10   こころのケア相談（要予約）  13:00 ～ 15:00
12/10
1/14

  エイズ・肝炎相談（要予約）
  HIV・肝炎ウイルス検査（要予約） 13:15 ～ 14:30

1/20   専門的栄養相談（要予約）  10:00 ～ 11:30

月日 内　　容 時間

12/9
 ０歳児教室（7 か月～ 1 歳未満）    9:50 ～ 11:00
 ０歳児教室（2 か月～ 6 か月児）  10:20 ～ 11:30

月日 内　　容 時間

12/26
がんサロン・さよう（予約不要）
がんピアサポート

（個別相談・要予約）
 14:00 ～ 16:00

場所：町保健センター
月日 内　　容 時間

12/19
1/16

デイ・ケア
（精神障がい者社会復帰訓練事業）  13:30 ～ 15:30

問健康福祉課　☎８２－０６６１

月日 内　　容 時間
12/19 もの忘れ相談（要予約）  13:30 ～
12/25 認知症家族の会「ひまわり」  13:30 ～ 15:30

場所：町保健センター

問はまなすの会　☎０７９－２７７ー２７６４
　健康福祉課　☎８２－０６６１

場所：町保健センター

問高年介護課　☎８２－２０７９

場所：龍野健康福祉事務所

問龍野健康福祉事務所　☎０７９１－６３ー５６８７

赤ちゃんとお母さん

問健康福祉課　☎８２－０６６１

場所：さよう子育て支援センター

※乳幼児の健診や健康相談は、対象者に郵便でお知
らせをしています。

■感染症が流行した１年
　今年は、「人食いバクテリア」として話
題になった劇症型溶血性レンサ球菌感染症
が、統計開始以来で最多の発症数となりま
した。さらに、マイコプラズマ肺炎も過去
最多を記録し、手足口病も過去 5 年の同時
期と比べて非常に多くの患者が報告される
など、さまざまな感染症が流行した１年に
なりました。

感染対策をしっかりして、元気に年末年始を迎えましょう

どの感染症でも基本は同じ　正しい感染対策をしましょう

流水とせっけんによる
正しい手洗い

けがをした時
流水洗浄と消毒

（劇症型溶血性レンサ球菌
感染症などに効果的）

共有のタオルは使用せず、
自分専用のタオルを使う

■感染症が流行する時期です
　これから 3 月ごろまでは、寒さと乾燥が
続く季節です。この時期はウイルスや細菌
による感染症が流行しやすくなるため、感
染予防を徹底し、体調管理に気を配りましょ
う。

適度に換気をする

正しくマスクを
着用する

生活習慣を整える
（免疫力を低下させない
ため）
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まちの情報 ホットライン 生涯学習ひろば
 lifelong learning information

Library info
図書館からのお知らせ

問☎８２－０８７４
開館時間   午前 10 時～午後６時
月曜日・祝日休館

新着本情報

コロナ禍を経て浮き彫りになった老いと孤立の実態
と問題点を明示。課題に取り組む自治体の実例を紹
介し、支援する・される関係の再構築を提唱する。

今月の新着図書から司書がおすすめする３冊を紹介します

▼著者　山口道宏

▼出版　はる書房

電卓の M+ ボタンの使い方は？キッチンば
さみのギザギザは何？知っているようで知
らない道具の正しい使い方を紹介。

12 月、1 月の休館日
⃝ 12 月 9.16.23.28 ～ 31
⃝１月 1 ～ 4.6.13.20.27.31

『老いは孤立を誘う』

■ボランティア
　　「あそばせ隊」
　⃝対象　幼児・小学生
　⃝日時　毎週土曜日
　　　　　午後２時～２時 30 分
■図書館司書
　【小さい人（５歳以上）】
　⃝日時　毎週日曜日
　　　　　午前 10 時 30 分～ 11 時
　⃝ 12 月のおはなし　
　　「こびととくつや」

　【大きい人（小学３年生以上）】
　⃝日時　毎週日曜日
　　　　　午前 11 時～ 11 時 30 分
　⃝ 12 月のおはなし　
　　「とまらないくしゃみ」

おはなし会

作家と画家が、江戸小紋、雛人形、七宝な
ど伝承工芸職人 38 の工房を訪ねた取材連
載記事を書籍化。その技芸の粋に迫る。

図書館

▼著者　東京トリセツ研究会

▼出版　山と渓谷社

『アレの正しい使い方図鑑』

▼著者　有𠮷玉青 / 文
　　　　黒澤淳一 / 画

▼出版　彩流社

『手仕事の世界』

年末特別貸出

12 月 14 日㊏～ 27 日㊎
　貸出冊数制限なしで４週間借りられます。

⃝日　時　12 月 22 日㊐
　　　　　午前 10 時 30 分～
⃝場　所　さよう文化情報センター
⃝対　象　年長～小学生
⃝定　員　10 人
⃝参加費　無料
⃝申込み　図書館のカウンターでお申込　　　
　　　　　みください。

11月10日現在（　）内は前月比

人のうごき

戸籍の窓口

　  人　口　 １４，７７８人  （－２４）
 　　　　 男　　７，１３７人　　（ー４）
　　　　  女　　７，６４１人　（ー２０）
 世帯数 　６，７７２戸  　（ー２）
　
     出生 　　３人　死亡 　２８人
     転入 　２１人　転出 　２０人

戸
籍
上
の
漢
字
が
表
記
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

     　
名
前         　
　

  
年
齢　

  

行
政
区   

個
人
情
報
の
た
め
非
公
開

　
10
月
11
日
か
ら
11
月
10
日
届
出
分
（
敬
称
略
）

くらし の 情報
life information

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

編集後記

　年に一度の大型特集では、少子化の影響を受けながらも地元に根ざして
歩み続ける「佐用高校」にスポットを当てました。取材の合間、佐用高校
卒業の知人たちとの会話の中で「どんな思い出があるの？」と聞くと、次々
に懐かしいエピソードが語られ、みんなの青春がそこに詰まっていること
を感じました。この記事を通じて、佐用の地に高校があり、そこで過ごし
た青春があったからこそ、今の自分があるのだと感じられるかもしれませ
ん。ぜひページをめくりながら、そんな思いに浸ってみてください。Ⓚ

お知らせ
information

マイナンバーカード受付
今月の日曜開庁日
●日時　12 月８日㊐
　　　　午前９時～午後３時
●場所　住民課

問住民課　☎８２ー０６６０

子どもの
年末年始の急病時の対応
　年末年始に緊急に病院へ行
く必要があるか迷ったときは、
次の電話相談窓口を活用しま
しょう。

県子ども医療電話相談

☎ # ８０００
▼ダイヤル回線やＩＰ電話の場合
☎０７８－３０４－８８９９

（月曜日から土曜日は午後６時
から翌朝 8 時まで。日曜・祝日・
年末年始は午前 8 時から翌朝
8 時まで）。

播磨姫路小児救急医療電話相談

☎０７９－２９２－４８７４
（月曜日～土曜日の午後８時か
ら午前０時まで。日曜・祝日・
8 月 15 日・年末年始は午前
９時から午後６時、午後８時
から午前０時まで）

『「誰か」のことじゃない』
12 月 4 日から 10 日は
第 76 回人権週間
　「基本的人権」は、人間が人
間らしく生活するために、生
まれたときからだれもが持っ
ている権利です。
　「思いやりの心」や「かけが
えのない命」について、もう
１度考えてみましょう。

問生涯学習課 ☎８２－３３３６

お
誕
生
お
め
で
と
う

       

名
前
　 

　      

保
護
者   

行
政
区

個
人
情
報
の
た
め
非
公
開
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「
広
報
さ
よ
う
」
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
（
植
物
油
）
と
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
の
印
刷
費
は
、
１
部
約
85
円
で
す
。

佐
用
町
役
場
　
情
報
政
策
課
広
報
室

編
集
●
佐
用
町
広
報
委
員
会

兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
佐
用
２
６
１
１
番
地
１

発
行
●
佐
用
町

U
タ
ー
ン
で
活
躍
す
る
若
者
た
ち

私
が
佐
用
を
好
き
な
理
由

　
　
こ
　   

こ

　

佐
用
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
3
7
3

号
を
北
に
進
む
と
、
右
手
に
新
し
い

建
物
が
見
え
て
き
ま
す
。
今
年
5
月

に
開
院
し
た
「
た
き
接
骨
院
」
で
す
。

瀧た
き
し
げ
き

重
樹
さ
ん
が
運
営
す
る
こ
の
接
骨

院
は
、
地
元
住
民
の
健
康
を
支
え
る

場
所
と
し
て
評
判
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

瀧
さ
ん
は
佐
用
高
校
を
卒
業
後
、

大
阪
の
専
門
学
校
で
柔
道
整
復
師
の

資
格
を
取
得
し
、
そ
の
ま
ま
大
阪
の

接
骨
院
で
経
験
を
積
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
28
歳
の
と
き
、
両
親
が
営

む
中
華
料
理
店
を
継
ぐ
た
め
に
地
元

へ
戻
る
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。
3
年

間
、
父
親
の
も
と
で
料
理
を
学
び
な

が
ら
働
く
中
で
、「
せ
っ
か
く
取
得
し

た
資
格
を
活
か
し
た
い
」
と
い
う
思

Vol.3

町
民
の
健
康
を
支
え
る
接
骨
院
に

開院した接骨院の前で「目印は樹
じゅじゅ

樹の横で
す」とほほ笑む瀧さん

い
が
再
び
芽
生
え
、
接
骨
院
の
開
業

を
め
ざ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、夢
だ
っ
た
「
た
き
接
骨
院
」

を
開
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
業
の
理
由
を
瀧
さ
ん
は
「
生
ま
れ

育
っ
た
地
元
の
み
な
さ
ん
が
健
康
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」

と
語
り
ま
す
。

　

開
院
当
初
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お

ら
ず
、
患
者
さ
ん
は
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
口
コ
ミ
が
広
が
り
、
今
で
は

小
学
生
か
ら
90
代
ま
で
の
幅
広
い
年

齢
層
の
患
者
さ
ん
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

清
潔
感
の
あ
る
院
内
と
、
丁
寧
な
施

術
が
評
判
の
よ
う
で
す
。

　

将
来
的
に
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

パ
ー
ソ
ナ
ル
ジ
ム
な
ど
新
し
い
事
業

に
も
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
る
瀧

さ
ん
。「
地
域
に
根
ざ
し
た
接
骨
院
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
み
な
さ

ん
に
も
っ
と
気
軽
に
来
て
も
ら
え
た

ら
」
と
、
明
る
い
笑
顔
で
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

★
あ
な
た
の
周
り
で
活
躍
し
て
い
る

若
者
は
い
ま
せ
ん
か
。
情
報
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
情
報
政
策
課
　
☎
８
２
‐
０
６
９
０

☎
０
７
９
０
‐
８
２
‐
０
６
９
０

広
報
さ
よ
う
　
２
０
２
４
年
12
月
号


